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　　　　　マギーの知ったこと
『黄金の盃』に於る複数の視点
舟　阪　洋 子
　　　　　　　　　　　　What　Maggie　Knew
The’　Multiple　PoiRt　of　View　in　Tlze　Golden　Bow1
Y6ko　FUNASAKA
　　　｝｛e撚yJames’s　last　cδmple£ed鍛ove璽，　The　Go　ldenβow1（1904），　presents　us
acomPlicated　story　of　eternal　t罫ia且9重e　or　s（茎uare　of王ove．　The　d呈f負cu玉t　situa重io簸
the　f◎慧r　main　c鼓aracters　find　themselves　in　is　see1ユf達rst　through　the　Pr量簸ce’s
eyes　a磁the銭癒ごough重hose　of　the　Pri簸cess，　oぎMaggie　Verver，　Jamesツs　last
Alnerica簸圭n塁ocence．　The且rst　ha玉f　of重he　Rovel，‘‘The　Prince，”has重he　Prince　as
重he　cen重er　of　consciousness　a簸d　tyies　to　persuade　us　how　the　Pご血ce　and　Charlotte
are至ed　i癬o　adukery　agains重their　wi1，　and　the　second　half，‘‘The　Princess，ラ’has
Maggie　as　the　cen重er　of　consciousness　and　shows　us　how　she　beco搬es　aware
of　the　evil　behi！ユd　the　bea犠i無｝surface　an6　how　she　tries　to‘‘si撮p1主fyララtheir
co撮p圭ica之ed　si重uatio鷺．　The　m滋£呈ple　point　of　view　is　effec重ively　used　to　present
魚eworld　where，　i難Sall圭e　Sears’s　words，‘‘there　is穀o　one　and　nething　to　blame
a簸dyet鍛o　one　is　b玉a搬e至ess2ラ
　　　In撫is　wor正dムぬggie　discovers　the　existence　of　evil　for　the鐙s重重ime，　b厩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ニ
a宅the　sa搬e　ti搬e　f漁ds£hat　ev銭or　goo〈圭can　be　only‘‘a撮a樵er　of　in総ぎ茎）retatio難2’
The　purpose　of塩呈s　essay　is　to　see　wha£Maggie負na難y髭簸ows　anδwhat　he玄ac£
拠eans．　We　w莚1　see癒at　The　Golclenβowl　only　leaves　us　a且other‘‘imag麺a£ion
of　disaster，’ラand　nevef　a　happy　e1ユd沁g　with　a　happy　reu盤量on．
1
マギーの知ったこと一ガ黄金の盃悉に於る繧数の視点一　　（舟阪）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロヘンリー・ジェイムズの簸後に完結された長編小説横金の鵡　の世界は，複数の視点によっ
て作り上げられた複雑で入りくんだ世界である．といっても，この小説は，「ねじの罎転」（“The
Tum　of　the　Screw，”1898＞や奮聖なる泉誰（The　Sacred　Fount，1901）のように，何が起こっている
か自体が問題になる作品とは違って，話は単純明快である．ある父娘がそれぞれの相手を得て結
婚する．その相手の男女がかつて恋人同士であったことを二人は知らない．結婚後，多少異常と
も見える強い絆で結ばれた父娘が水入らずの疇を楽しんでいる間に，かつての恋人岡士は姦遜の
罪を犯してしまう．やがてそれに気づいた娘が夫を取り戻す仕事に乗り出し，冤事それに成功す
る，という，こう書いてみれば金く陳腐な三角関係の物語である．ジェイムズはこの物語を，お
得意の「闘際的状況」（“international　situation”）の中においた．主人公の父娘には，無垢，遵徳感，
更には富という，あらゆる点でアメリカを代表する大富豪アダム・ヴァーヴァーと娘のマギー
（Adam＆Maggie　Verver）が，マギーの夫にはイタリアのプリンス（Prince　Amerigo）が，そ
してマギーの学友でアダムの妻となり，プリンスと姦通を犯す人物にはシャーWット・スタント
（Charlotte　Stant）という，アメリカ人でありながらアメリカを嫌い，ヨーロッパ的葵と洗練を
身につけたヨーロピアナイズド・アメリカンが配されている．Wある嬬人の肖像s　（　The　POi－trait　of
a　Lady，1881）に於るイザベル，オズモンド，マール夫入の関係，『鳩の翼承搬6槻πg3げ伽
Dove，1902）に於るミリー，マートン・デンシャー，ケイトの関係と岡じパターンである．
　しかし同じだということを認めた時，『黄金の盃2の特異牲が際立ってくる．それ以前の作磁
では，ジェイムズの描くアメリカ人達は全て，勝利を闘繭にしながら「精神的憲返り」を演じて
アメリカに戻ってしまうクリストファー・ニューマンから，オズモンドとの不毛の結婚生活の待
つローマへ自ら選んで帰ってゆくイザベル・アーチャーを経て，後期のストレザーやミリーまで，
「放棄」（“renunciation”）という書葉が一一一tsピッタリとする退場の仕方をしてきた．それに反し
てマギー・ヴァーヴァーは，夫と義母の密通の証拠を突きつけられてもミリーのように「顔を壁
に向けてしまう」ことはない．彼女は遂には父とシャーWットを無事アメリカに送り返し，取り
戻した夫と抱擁し合うところで作晶は終るのである．ジェイムズにとってアメリカ人とヨーWッ
パ人との結婚が「相対する文化の融合の象徴sであるなら，その結婚が最後の横金の盃諺で初
めて成功したという点に意義を求めようとする考えガ｝が路てくるのは畿然である。しかし本当
に私達はこの作晶をマギーの勝利の物語，アメリカとヨーロッパの文化のめでたい融合の物語と
読んでいいのだろうか．
　私達に疑問を抱かせるのは，作晶の最後の部分に流れる不安とためらいと恐れの零囲気である．
作晶はこのように終っている．
．．．‘‘‘See’？Isee　nothing　but　yott．”A縫d　the重ru£h　of呈t　had　with髄s　force　after　a　momen重
so　st∫angely王igh亀ed］tis　eyes　that　as　f（）rρity　a難d　dread　of撫e搬she　buried　her　own　in　his　breast．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（II，369）
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何故勝利の後が「哀れみ」と憾れ」なのか．マギーとプリンスの「抱擁」とは眼を合わすのを
避ける為のものではないのか．
　ブラッドベリーは横金の盃毒を翠鳩の翼sやf使者たち」　（　The　A　mbassadors，1903）と較べて，
これらの作品に於ては「鰹想Aは作贔の中に存在しはしなくても，作品の中で暗示はされている．」
が横金の盃ぷでは「理想」は不可能だということが示されている，と言う．
But　in　The　Goidenβowl　there　are　two　basic　fig撮es：the　s（蓋uare　o££he　relationship　betwee！l
tke　four　mai蕪chaぎacters，　and癒e　rounded　bow圭w届ch　is　to　symbolize　their　perfec嶽appiness．
The　bGw1搬ay　be　b　roken圭nto　three　allgg璽ar　pieces，　the　pr◎tago掘stsぎeaKg！｝ed　in　tria藍g賎1ar
phala登xes　of　relatio難ship　a1ユd　co盤spiracy，雛捻derstanding　and　desig疑，　bu£　the　fUndamental
impossi囲ity　of　accep£ing　both　bases　a重once，　of　b正urring　the　dis重inct呈on　betwee鍛them，is　not
belied．3）
確かにマギーは何かを達成しているが，それが決して「理想」そのものとは言いがたいことを，
この作繊の終りは暗示しているようなのである．
　マギーが何を達成したかを考える時，私達はマギーの解釈について出されてきた両極端の意見
を無視するわけにはゆかない．即ち，従来この最後のアメリカ人ヒロインについては，一方では
彼女を，プリンスを悪から引き離す善の代表，さらに極端には，神の性質にも冤られる無私の愛
の代表とする説と，意識的或いは無意識的な悪の実践者とする説が相対していた．この論争は「マ
ギー・ヴァーヴァー一聖女でもなし魔女でもなし」というウォルター・アレンの名論文で方をつ
　　　　　　　　　ぐひけられた観もあるが，私にはむしろ「聖女でもあり魔女でもあり」という方が正確なように層、
える。そしてこの作晶の登場人物達は全て多かれ少かれこのような二重性を持たされている．そ
れを無祝する時，横金の盃誤は「ねじの回転」に次ぐ論争の的となってしまうのだ．
　この二重性が生まれるのは，横金の盃謝が前作「鳩の翼」と岡じように，しかしより明確に
複数の福点から描かれているからである、作晶金体は二巻に分れ，一巻が「プリンス」と名付け
られてプリンスの祝点から，二巻は「プリンセス」と名付けられてマギーの視点に移る．この視
点の移行は読者に新鮮な驚きを与え，アイロニックな効果をもっている。前半「プリンス」の終
り頃，プリンスとシャーロットがマッチャムでのパーティーからの帰り，グロスターに足をのば
して二人だけで一繍を過ごそうと相談する蒔，シャーロットはプリンスのnMT’りの汽車も見つけ
てあるのか」という問にこう答えている．「丁度ぴったりのをね．パディントン駅，六時五十分養。．
それでたっぷり晦問がありますわ．夕食もいつもの時聞に家でとれますし．どうせマギーもイー
トン・スクェア（シャーWットとアダムの家）に来ているでしょうから，貴方も御招待しますよ．
（1，362＞」しかし開放的なパーティの雰囲気で浮き立つようなこの二入の予想に反して，マギー
は気づき始めているのだ．彼女が周じ嚴，いつもと違って，父の家でなく臨分の家で，まるで虎
が跳びかかろうと身をかがめているように（II，10），夫を待ち受け，イートン・スクェアから
慌てて妻を追って家に戻ってきたプリンスの「見るからに不安げな（ll，181）」表情を見つめる
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ところから，後半「プリンセス」の巻は始まっている．この視点の移膏をもつ構成の働きはジェ
イムズの序文の欝葉で言えば次のようになる．
It　isぬe　Pご漁ce　w蓋e　opens　ihe　door　to　half　our　light　upon　Maggie，　just　as　it　is　she　who　opens
it　to　half　our　l主9ht　upon　himself；the　rest　of　our　impression，in　either　case，coming　straight　from
the　very　motion　with　whioh　that　act　is　performed．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1，　Viii）
　そしてこの二人が互いに晃合うばかりでなく，シャーWットもアダムもファニー・アシンガム夫
入も「兇られる」存在で，最初はプリンスから後にはマギーから，それぞれの児方で見られてい
　るのだ，とジェイムズは続けて書いている．つまり，この作贔の世界を見るのに読者はプリンス
　の晃方とマギーの見方が順番に与えられることになる．いや前半「プリンス」の部分は厳密にプ
　リンスだけの視点、とは雷えず，アダムもシャーロットも僅かつつではあるが視点になることを許
　されているし，アシンガム夫妻も四人の関係について憶瀾や推理や予言を話し合う（もっぱらファ
　ニーが話し手ではあるが）為の独立した章を五章も与えられている。
　　利害の相対する人々が互いを見合う時，そこから映し出される人々は，善でもあれば悪でもあ
　り，善でなければ悪でもない，という姿を取る．横金の盃諺は，鏑期の「騨際的状況」の小説
　と較べてみる隣，「アメリカ入」のベルガルド候爵家の人々や，オズモンドとマール夫人のように，
　明らかに悪を代表する人物がいないという点でも際立っている．繭作匿鳩の翼2でも，ミリーの
財産をねらって恋人デンシャーと瀕死のミリーを結婚させようと企らむケイト・クロイは，作潜
　と読者の同情を充分に引きつけながら，尚悪女として登場していることは否定できない．ところ
　が横金の盃謹では，シャーUットもプリンスも悪を代表ルているとは言えない．二入はケイト
　のように意識的にマギーを裏切ることはないからである．
　　ここにある世界は，サリー・シアーズの書葉を使えばヂ糞めを負わされるべき人や物があるわ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コセ　けではないが，といって資めを負わなくてもいい人もいない」ような世界となる．それは一人の
悪人に全責任を押しつけて，善人がそれと対決できるような明快な世界にはなっていないのだ．
　キャロライン・スパージョンが「ハムレットsに兇られるシェイクスピアの「絵爾的想像力」を
　論じて欝っている雷葉は，興昧あることに，ジェイムズの『鳩の翼asやge黄金の盃2に兇られるド演
劇的想像力」にぴったり轟てはまっている．
（Shakespeare）sees（the　problera圭n伽ηzZ（ヨt）pic毛oria難y　not　as　the　Problem　of　an　individual　at
all，　but　as　something　greater　and　even　more　mysterious，　as　a　condition　foy　which　the　individual
him・e圭f　i、　apP・，・nt1y・n。t，e・p・n・ib1・，＿・）
ジェイムズは，シェイクスピアがdiseaseやulcerというイメージの積み重ねによって現出した
人間の状況を，複数の視点の積み重ねによって作りIMしているのだ．
　今マギーは，そのような困難な状況を前にして，丁度ハムレットのように，それを「正す」仕
　　　　　　　　　　　　　ハ事を余儀なくされている。マギーが何を知り，どんな行動を取り，そして河に成功して失敗した
かをたどることによって，私達はジェイムズの想像力にあった入閥の状況を推し量ることができ
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るのではないかと思う．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
　「悪を知るようには生れていない（1，78＞」とファニーの表現するマギー・ヴァーヴァーは，
アメリカ的無垢の代表でありながら，後半で「中心的意識」（“center　of　coitsciousness”）となっ
て登場するまでは，他の人々一主に，彼女を理解できないプリンスとシャーロットーの眼から晃
られる存在であるので，あまり私達の岡情を引くことがない．それは彼女も又「責めを負わなく
てもいい人」ではない，ということを私達に認識させる手段でもある．僅かに読者のマギーへの
岡情をつなぎ止める役を果たしているのはファニー・アシンガム夫人であるが，彼女の視点も複
数の視点の中の一つにすぎないことを考えれば，撫垢」そのもののマギーが悪に気づいて成長し，
誤りを正して最後には「勝利するだろう（1，383）」という彼女の解釈も，四人の関係の混乱の糞
任を回避したいという無貨任さからくる解釈だと読めるのである．この濁外者でありながら，あ
まりに関係者になりすぎたアメリカ出身の夫人は「コンフィダント」とも「コーラス」とも呼ば
れながら，それらの雷葉から想像されるような無色透開の作者の代弁者的役割は果たしていない．
ジェイムズの人物達は誰だって完全にドラマ化されたキャラクターなのであり，ファニーも例外
ではありえないのだ．
　こうしてマギーは，ファニーの懸命のコーラスにも関わらず，第一一asでは，プリンスにとって
と岡様読者にとっても，「暗闘と同じように物を隠し，それでもミルクか雪のように臼い，昌も
くらむような光のカーテン（1，22＞」の陰に隠れた不可解な存在である．サリー・シアーズは，
この「白い光のカーテン」をメルヴィルの「鯨の漁さ」にある恐怖と重ね合わせようとしている
　ヨむ
が，プリンスにとっては，この「白い光のカーテン」は，虚無，死，「宇欝の中心にある隠され
　　　　　　　　　　　　ミリた腐敗と病と麻痺の論理」を意昧しているというよりは，むしろヨーロッパ人である自分，アシ
ンガム夫入に訴えたように，アメリカ人にとっては直観である道徳感覚に欠けている自分には理
解できないアメリカ的善良さ，無垢，ロマンテKックな想像力を意昧していると考えた方が自然
だろう．結婚を薗にしたプリンスはマギーの顔にあらわれている余りの「晴れやかさ」に驚き，
自分が何を期待されているのか不安を感じている．この時のマギー一は，父のアダム・ヴァーヴァー
と岡様，読者にとって，不気昧と言う程に不可解な善良さ，純真さに特徴づけられているのだ．
　マギーがこの小児のような純翼さをもって霞分達四人の関係をどう捉えていたかは，後半「プ
リンセス」の巻で視点がマギーに移された時明らかになる．それは彼女にとって「彼女の人生の
庭園」の真ゆに打ち建てられた「変った背の高い象牙の塔」もしくは，「すばらしく美しい異国
風のパゴダ」磁，3）とも喩えられるものであった。更にー説明を続ければ，
The　pagoda　i鍛her　b圭ooming　garden負g取ed£ke　arra難gemenし一how　o癒erwise　was　i重to　be
named？一一by　which，　so　strik溢gly，she　had　bee籔able£o　llnarry　witho厩breaki！lg，as　she　likeδ
to　p穏t　it，with　her　past．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（II，5）
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マギーは，自分が結婚しても父を捨てることにならず，父が結婚しても自分と甥れることにもな
らず，二組の夫婦が「多くの家族，多くの夫婦，いや尚璽二組の夫妻の間では，とてもうまくゆ
かすことができないような（II，6）」美しい，友人達から羨やまれるような関係を結び得たこと
を得意に思い，その「象牙の塔」をうれしく眺めていたのだ，と懸、い起こしている．
　しかしマギーは今初めてその「象牙の塔」に不安を感じ，i率1に入って検討しようと，入口を求
めているのだが，読者はその塔が打ち建てられてゆく過程を「プリンス」の巻で見てゆき，その
破綻の原困の一つは，まさにヴァーヴァー父娘の持つアメリカ的無垢なのだ，ということを感じ
取ってゆく。
　ヴァーヴァー父娘が結婚によって勝ちとったプリンスとシャ～ロットを，蒐集する美術晶の一
つと考えているらしいことは，しばしば指摘され，それ故に反ヴァーヴァーに走る人も多かった
ゆき
．プリンスが，自分には二つの部分があ1）　，一つは公的な部分一「歴史，他の人々の行動や結
婚や犯罪や愚かさや限りない愚行，特に私にまで及んでいるかもしれない金の浪費等から成り
立っている部分」一ともう一つは人々に知られてもいない，重要でもない私的な個人の部分であ
る，と醤い，マギーが後者の自分を金く知っていないと洩らす個所がある（1，9）．ヴァーヴァー
父娘がプリンスの心配する通り，プリンスとシャーロットに晃られるヨーロッパ．美と伝統に育
くまれた部分（アメリカ人に欠けている部分）のみに心を奪われているらしいことが，マギーの「貴
方は父のコレクションの一部で，珍晶，美術晶，高級品なのです（1，12）Jとかアダムがプリン
スを「（ヨーロッパの）代表的な貴重な美術品」と兇て，プリンスの結婚申し込みを蒐集家の「本
能」をもって受け入れた（1，140）とかいう問題の表現にあらわれていると考えてはどうだろうか．
シャーロットも，アダム・ヴァーヴァーに結婚を申し込まれた隠，プリンスと岡じように，「貴
方は私を御存じないでしょう（1，220）」と言ってためらっている．、プリンスとシャーwットは，
自分達を知らないま、に受け入れようとしているマギーとアダムに不安を抱き，結婚の成功を危
ぶんでいるという点に於て，あくまでも「晴やかな」表情のヴァーヴァー父娘と対比をなしてい
ると言える。
　結婚によって父を一人にさせてしまったと心配するマギーを安心させようと，アダムが結婚し
て二組の夫婦ができ上り，マギーの言葉では「象牙の塔」という理想的な形が打ち建てられた時，
再び私達はプリンスとシャーロットの視点から，この四人の関係をながめることになる．小公子
の誕生で，子供を夫嬬のかすがいとするのではなく，fママとおじいちゃんのかすがい（1，156）」
としてしまっていたマギーとアダムは，その結びっきを更に増し，工人に疎外された形のプリン
スとシャーロットは，二人で会う機会が意志に反して増えてゆく．シャーロットの閤から晃れば，
白分達は被害者である．
Nething　strangey　sgrely　had　ever　hapPened　to　a　conscientious，　a　we1璽一meaning，　a　perfectly
pass圭ve　pa圭r：ko　more　extraordinary　decree　had　ever　been　launched　agaiAst　such　victims　thaR
this　of　forcing　them　against　the圭r　will　iRto　a　relationship　of　mutual　close　contact　that　they　had
done　everythiRg　t◎avo呈d．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1，289）
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しかし彼女は二人を寅めようとはしていない．逆に彼女は「あの人達の世話は私達がしなければJ
と言い，その吉い方には「高貴さ」「その父娘を守る努力が絶対的に自分達に条件づけられてい
るとする複雑なこじつけがあるにもかかわらず，手に取るように分る誠実さ（L309－10）」があ
るようにプリンスには思えて感動する．「あの人達はあれでとても幸わせなのだから（1，310）」
と蕩いながら抱擁しあう二人の論理には，それが明らかな蕎徳行為だと分りながら読者を納得さ
せてしまう力がある．
　こうして，それぞれが被害者でもあれば加審者でもある，といった複雑な四人の関係が作り上
げた困難な状況を蔚にして，当惑しきったファニー・アシンガム夫人が手を引いて退場し，代っ
てマギーがそれを「正す」為にヂ中心的意識」として登場することになる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
　「プリンス」の巻で視点がプリンスからマギーに移る時にも，加害者でもあれば被害者でもあ
るという図式は引きつがれる．前半では，プリンスとシャーロットの見方一自分達は「避ける為
にあらゆる努力をしたのに意志に反して親しい関係をもたされてしまった被害者だ」という晃方
一が読者を説得していた．彊ける為にあらゆる努力をした」というシャーロットの言葉に疑問
をさしはさむのは，閥違った反応である．二人の結婚に際しての誠実さは，疑問の余地のないよ
うに書き込まれている．結婚の資金がなかった為に結婚をあきらめていたプリンスがヴァー
ヴァー氏の財産を意識してマギーと結婚したことは否めないし，シャーWットも「私は結婚した
い．…私はいやなイギリスのオールド・ミスになりたくないほ，219）」と正直に言っている．人
生の現実をはっきり認識している工人は，自分達に与えられた機会を謙虚に利用しようとしてい
るのだ．プリンスがシャーロットの結婚の報を受けて打った電報の「では戦時には戦時の如く．
私達は見たまSに人生を生きなければならない．貴女の勇気に感心し，自分自身の勇気にも驚う
かんばかりですほ，290）」という文章は，充分に危険を認識した上で，尚誠実に結婚生活に入っ
てゆこうとする決心を物語っている．
　このプリンスとシャーWットの視点に対して，今度はマギーが，それが明らかな欺禰行為だと
いう解釈を与える．結婚前夜プリンスとシャーロットにひびの入った黄金の盃を売りつけようと
した樹董屡が証人としてあらわれると，もはや二入の関係はマギーにとっても臆瀾ではありえず，
二人は「私に知らせることができない程親密だったのです（II，161）」と認めざるをえない．それ
は非難すべき行為で，彼女は「あんなことを私達に向けてするなんて，あんなことをここで私達
の間で，私達といる1痔にするなんて，しかも何のお返しかと誉えば　　．それも父にi角けてそん
なことをするなんて（ll，170）」とファニーに語っている．四人の理想的な関係を象徴する黄金の
盃はひびが入っていたばかりでなく，割れてしまう．かき集めて復元しょうとするマギーの努力
も無益なことになってしまうのだ．
　フォーンズ邸の開るい部屡の中で，父，プリンス，シャーUット，そしてアシンガム夫人の四
人がカードに興じているのを暗いテラスからのぞき見て，「父の妻の愛人が，その愛人と向い合
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わせに座っている事実」「その三入について，互いが知っている以上によく知っているファニー・
アシンガムがその前に座っている事実」即ち嘘で嗣められた複雑な四人の人閲関係にうたれマ
ギーは初めてはっきりとそこに悪を晃る．彼女が感じるのは，
癒ehorror　of　finding　evil　seate（i　ali　at　ease　where　she　had　only　dreamed　o£good；the　hoyror　Qf
the　thiRg　hideousiy　behind，　behind　so　much　trusted，so　much　preteRded，Robieness，cleverness，
tenderness．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（H，237）
であり，それがうわべを取り繕われているために，尚更醜さを増すのである．
　この悪を知らなかったマギーが初めて悪を発見するシーンは印象的なものであるが，読者に
とってマギーの眼が本当に興昧ある視点になるのは，葵しいうわべしか知らなかったマギーが悪
なる真実を知るようになる，というばかりでなく，むしろ美しいうわべこそが真実なのかもしれ
ないという不安を持つようになるからである．彼女は何の変化も冤せず静かに座っている閥人を
晃ると，「殿れたのはマギーの知っている黄金の盃だけだった．…鍛れたというのも，挙に彼女
の彼らに対する態度の恐ろしい歪みを示している（翫240）」とも考えられることに気づくのだ．
カードに興じる四入の姿の中に「悪」を晃たすぐ後で，彼女は彼女を追ってテラスに幽てきた
シャーロットと共に，再び部屡の申をのぞきこむ．その聴彼女はシャーロットの眼でそれを晃る
ように強いられているように思うのだ．
Side　by　side　for　three　minutes　tlley負xe（i　t籔s　p童cture　of（轡ie毛harmonies，　the　positive　charm
Of　it，　and，　aS　migh重薮aVe　be鋤Sa圭d，撫e魚盤S培nifiC鋤Ce－一一W嬢C薮，　aS　WaS　ikOw　br◎Ught　home
重oMag9孟e，　could　be　no搬ore　after　a玉至than　a　mat敏of　interpretation，　d圭f釜er熱g　always　for捜
different　interpreter．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（II，24344）
この時マギーは，この作晶の世界を構成している仕組を理解したのである．マギーが爽しいうわ
べの奥に隠れた悪まわしい悪を見たと岡じ場面の中に，シャーロットは「静かな調和」「その疑
うべからざる魅力」そして彼女にも守るべき自己の安金があることを示しているように，マギー
は思うのだ。「意味というものは主観的解釈の問題にすぎない」ということを認識した時に彼女
の「嘘」をつくという行為が決定される．「貴女は私に飼か不満がおありなの．傭か私が貴女に
対して悪いことをしたとお考えなのかしらくll，247）」というシャーロットの問に対して，「費女
の間違いですわ．…聞違った印象を受けてしまわれたのです（H，249）」と答え，シャーロットと
誓いのキスを交して嘘を決定的なものとする．
　マギーの櫨を考える蒔，私達はマーロウの嘘を忠い起こしてもいいだろう。コンラッドの「闇
の奥」の最後で，アフリカから帰ってきたマーロウがクルツの婚約者に対してつく嘘である．「恐
ろしい。恐ろしい」という欝葉を残して死んでいつたクルツの破滅を違体験したマーロウが，人
聞の文明の背後に押し寄せてくる暗黒の力を感じつつ，彼女に対して「クルツ氏の最後の欝葉は
貴女の名前でした」と嘘をつくのである．「私は櫨をつくのが嫌いだ．…薩には死のにおいがす
るからだ」と醤っていたマー助のこの懸勧瀧煮韻憾さ駕それは彼の作贔金体をかけた域疑
8
学報第57琴
を台無しにするものだ，という携判が続出した．しかし私は，この櫨こそがマーWウの成長を物
語っている，という意見に賛成したい。例えばケネス・A・ブラッフィーはこのように説明して
いる．
Mar圭ow　has　discovered，　the穀，　a　larger　standard　of重ru重h，　a　sta難dard　according重o　which　the王童e，
縫雀e　ethまcally　repulsive，　dis難onorab圭e　ac重，　turns　ou重重o　be　a　ki！儀d　◎f　honoぎab王e　restr段in毛．　By
玉yi難9，　he　af盤罫ms士he　art至f圭ciali£y　of　res£ra孟n重at重he　same　ti搬e　as　he　affir鍍｝s　the　necessity　of
，e、t，ai繭m・i・t・i・童・gth・p・・ωf・i曲・・宅圭・nw・曲・・伽9。11）
マーロウは意識的に嘘をつくことで，「階闇の串で，この世のものならぬ光で輝いている偉大な，
文明の救いとなるような錯覚」を轡ろうとしているのだ．たとえそれが「錯覚」であろうと，婚
約者の中で天陰1的な光で輝く人闘の信じる力に粟みを託して，マーWウはそこに救いを求めたと
考えられるだろう．
　このようにして，マーロウにとっての嘘は「文明の守るに足る部分を守る」為の行為であった．
今マギーにとって嘘は伺を守る為の行為であったかを考えてみる時，彼女には，美しい「象牙の塔」
一閣人の理想的な関係一が破綻してしまった時，既に守るに是るものはなくなっているのではな
いかと思えてくる．照人の関係をどのように組み変えようと理想とは程遠く，半分失うか全てを
失うか，の遵しかマギーには残っていないのだ．マギーの嘘は，守るに足るものがなくなってい
ることを認めた上で，尚うわべを守るに足るものの形に似せようという絶望的努力なのである．
　その蒔彼女はうわべの世界に加担することに於て，シャー一ロットやプリンスと岡じ伎躍に存在
することになる．彼女はr一人と岡じように嘘と欺購を用い，犠牲者から一転して，今度ぱ二人を
圧迫する存在として意識されるようになる．ファニーの「貨女は驚くべき人ね．…恐ろしい入（E
，115＞」という言葉が次第に真実昧を伴ってくるが，一方で，マギーの眼は次第にシャーロット
の視点を理解するようになり，自分が取らねばならない道を取るに際して，シャーロットを苦し
める必要を感じて，罪の意識をもつようになる．彼女にはシャーWットの書い分が分るのだ．
‘‘You　doガt　know　what主t呈s　to　have　bee簸10ved　alld　byokek　w三重h．　You　haveゴt　bee霊broke鍛
with，　beca疑se　i簸アαぴre圭atio盤wha重can£here　have　beell　worth　sp㈱雑鍛g　of　to　byeak？　Ours
was　everyt撮簸g　a　re至ation　could　be，　f蓑1ed£o£he　br呈m　with　the　w血e　of　consciousness；and　if
麺was毛o　have　no　mean無g，糞o　better　me狐ing　than　that　such　a　creature　as　you　cou｝d　brea重he
慧pon　it，　a£your　hour，　for　bligh重，why　was　I搬yself　dealt　with　a難for　decep重ion？”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（難，329－30）
シャーWットの表情からこう解釈せずにいられないマギーのこの想像の中での言葉は，禽分は愛
されたものではないという恐ろしい認識を根本にもち，尚二人を引き離さねばならないという激
しい羅の意識を物語っている。その罪の意識は「本当はアメリゴとシャーロットよりも，父と私
の方が互いを失うことになるのです．あの人達にとっては，それも公平で蕉当で，身から出た錆
とでも書えますが，私達の場合は，唯悲しくて妙で，自分達のせいで起こったことではないので
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すから（嚢，333）」という被害者めいた言葉にも否定されることはない．マギーにとって，シャー
ロットは再び「哀れなシャーロット（ff，282）」になり，シャーロットの嘆しい首の園りに巻き
つけた端綱の先を」父が手に持って彼女を連れて歩いているような印象を受けるのも（鉱287），
シャーロットが客達に美術昂の説明をしている時の声に「まるで苦しんでいる魂の悲鳴（III，292）」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ　のような震えを聞きとったように感じるのも，マシセンのようにアダムの残酷さと受け取るの
は間違いで，全てマギーの想像力の中で起こっていることだという点に注意しなければならない．
　自分が被害者であると同時に加害者でもあることを知り，生きてゆく限りそのような入間であ
ることをやめることができないことに気づき，そのような人問が互いに関係しあって作り上げる，
どう救いようもない閉塞状況を発たマギーの意識には，そしてそれと岡化する読者の意識には，
プリンスが軽い気持で奮ったかもしれない「すべてが恐ろしいのだよ．人間の心の中は（II，349）」
という轡葉が，重い意味をもって迫ってくる．「私は何も知りません．もし知ったら…私は死ん
でしまうでしょう（E，305）」というマギーの叫びは，全てを知ってしまった彼女の苫悩をあらわ
しているのである．
　マギーは最後に父とシャーロットをアメリカに送り，無事夫を取り戻し，ひとまず平安を得た
かに晃える。しかし彼女はあまりに多くを失った．アメリカ的無垢を失い，真実への信糠を失い，
父を失い，シャーUットを犠牲にするという罪の意識を得た．人間と，その形作る世界への理解
を得たことも，苦痛をもたらしただけだった．私達は最後にマギーとプリンスが抱擁しあうのを
晃ながらも，ケイト・クロイの「私達はもう昔の私達には璽れない」という最後の書葉が聞こえ
てくるように思うのである。
　こうしてジェイムズの総決算といわれた最後の小説は，読者に鋭い「崩壊の感覚（“the　im－
agiitation　of　disaster”）というべきものを残して終る．マギーの嘘によって辛うじて破滅を免れ
たこの作品の世界の中に，私達は，マー一　Pウがクルツの婚約者の「灰のような後光」に象徴され
る文明の最良の部分に救いを求めつつも尚予感していた爵欧文開の崩壊を，ジェイムズ自身がか
つて一度だけ防サマシマ公爵夫ん（Princess　Casamassima，1886）の中で正面から取り扱かっ
た西欧文明の暗黒の部分を読み取ることができるのである．
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